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ご挨拶 

 

日本学校ソーシャルワーク学会 

第 18回埼玉大会大会長     

宮地 さつき（文教大学） 

 

 

日本学校ソーシャルワーク学会第 18回全国大会を開催するにあたり、大会校を代表し一

言ご挨拶させていただきます。 

この度は、連日、猛暑日が続く中、会場まで足をお運びいただき、誠にありがとうござ

います。今大会の開催地である埼玉県は周知の通り、日本で初めて「スクールソーシャル

ワーカー」の名称を用いた実践活動が始まった地として知られています。そしてまた、日

本初となるケアラー条例が制定されたり、子どもの居場所づくりに力を入れていたりと、

近年、行政と民間団体が協働しながら精力的に取り組んでいる自治体でもあります。 

本大会企画はこのような地域性を活かして、子どもや若者の居場所づくりの第一線で活

動されている認定 NPO法人さいたまユースサポートネット代表理事の青砥恭氏には、家庭・

学校・地域の連携・協働や地域づくりに関する基調講演を、そしてその後のシンポジウム

では各地のスクールソーシャルワーカーの実践を踏まえた人材育成やスーパービジョンの

在り方について深める場を設定しました。これらの学びを通じて、「私たちはどのようにス

クールソーシャルワーカーになっていくのか」といった根源的な問いを、答えは簡単には

出ないかもしれませんが、皆さまと一緒に多角的に考える場を持てることを、大変嬉しく、

また光栄に思っております。 

変化の大きな現代の社会情勢にあって、新人であろうとベテランであろうと、主体的に

成長し続けなければなりません。今大会のそれぞれの魅力的なプログラムが、日々多忙な

皆さまにとって、仲間と研鑽を重ね、立ち止まってご自身の足元を確かめる１つの機会と

なれば幸いです。 

昨夏より関東・甲信越ブロック運営委員を中心とした実行委員会を立ち上げ、新藤こず

え実行委員長をはじめ多くの方のご尽力により鋭意準備を進めてまいりました。本大会の

開催に向けてご助力いただいたすべての皆様に、この場をお借りして心より厚く御礼申し

上げます。 

会場の都合で至らぬこともあろうかと思いますが、参加される皆様一人ひとりにとって

有意義な学びの場となるよう、また、少しでも英気を養える空間となるよう努めてまいり

ますので、ぜひ最後までお楽しみください。 

大会長挨拶 
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ご挨拶 

 

日本学校ソーシャルワーク学会  

関東・甲信越ブロック運営委員長 

第 18回埼玉大会実行委員長    

新藤 こずえ（上智大学）  

 

 

このたび、日本学校ソーシャルワーク学会第 18回全国大会を文教大学で開催させていた

だくことになりました。これまで、関東・甲信越ブロックで全国大会を開催する際には、

すべて東京都で行われてきました。しかし、関東・甲信越は広いのです。文部科学省のス

クールソーシャルワーカー活用事業においてスクールソーシャルワーカーに求められる役

割はあっても、地域ごとにスクールソーシャルワーカーのあり方が異なります。関東・甲

信越はもっとも地域による活動や雇用の形態の違いが大きい場所でもあると思います。 

全国大会を開催するにあたり、実行委員は、一都三県・東京、神奈川、千葉、埼玉のみ

ならず、群馬、栃木、長野、山梨といった様々な地域から集まりました。まずは地域の実

情を語り合い、そのなかで学びの必要性や専門性を高めるにはどうしたらよいかといった

議論が積み重ねられていきました。 

スクールソーシャルワーカーに求められる社会的役割や期待が高まるなかで、現場では

つねに葛藤を抱え、しかし、子どもの最善の利益のために家庭や学校、地域とどのように

連携すべきなのか、答えの出ない問いに日々向き合っています。日本学校ソーシャルワー

ク学会は、実践家と研究者が参画している学術団体であるため、この問いに対して根拠の

ある答えを紡ぎだす役割があると考えます。 

今回の全国大会に参加いただくことを通して、大会テーマである「学校におけるソーシ

ャルワークの課題と展望～私たちはどのようにスクールソーシャルワーカーになっていく

のか？～」について、皆様と一緒に考えてまいりたいと思います。何卒、よろしくお願い

申し上げます。  

大会実行委員長挨拶 
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８月２４日（土）事前研修 

TIME SUMMARY 

9:30 受付開始 

10:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:00 

【公開研修】 １４３０３教室 

 「復興小学校にみる教育機能と地域社会 

         ―福祉の視点から考える学校建築試論―」 

講師 ： 小林 正泰 （共立女子大学 教授） 

コーディネーター ： 福間 麻紀 （北海道医療大学 准教授） 

【専門研修】 １４３０４教室 

 「学校現場における社会的養護を受けて暮らす子どもたちへの支援の在り方 

―スクールソーシャルワーカーの役割を考える―」 

講師 ： 中村 豪志 （早稲田大学人間科学学術院 助手） 

ファシリテーター ： 福島 史子 （鳥取県教育委員会いじめ・不登校総合対策センター 

スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

コーディネーター ： 佐々木 千里 （立命館大学 非常勤講師） 

 

  

日程表 
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８月２４日（土）本大会１日目 

TIME SUMMARY 

12:30 受付開始 

13:00 開会挨拶 

13:10 

 

14:10 

基調講演 １４１０１教室 

「一人の子どもや若者も取り残さないためのソーシャルワーク実践」 

講師 ： 青砥 恭 （認定NPO法人さいたまユースサポートネット 代表理事） 

14:20 

 

 

 

 

 

 

 

16:30 

大会シンポジウム １４１０１教室 

「学校におけるソーシャルワークの課題と展望 

～私たちはどのようにスクールソーシャルワーカーになっていくのか～」 

シンポジスト ： 

清水 克修 （横浜市教育委員会 統括スクールソーシャルワーカー） 

弓田 香織 （長野県教育委員会 スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

コメンテーター  ： 渡辺 裕一 （武蔵野大学 教授） 

アドバイザー   ： 青砥 恭 （認定NPO法人さいたまユースサポートネット 代表理事） 

コーディネーター： 新藤 こずえ （上智大学 教授） 

16:45 

 

17:45 

年次総会 １４１０１教室  会員の皆様は、ふるってご出席ください。 

18:00 

 

20:00 

情報交換会  会場：文教大学越谷キャンパス学食 2階 
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８月２５日（日）本大会２日目 

TIME SUMMARY 

9:00 受付開始 

9:30 

 

 

 

 

12:00 

口頭発表 

【グループ１】 1430１教室 

【グループ２】 14304教室 

【グループ３】 14４0１教室 

・発表は 1演題あたり、発表時間 20分、質疑応答 15分 計 35分となります。 

・演題報告後に総括討論を行います。 

 休憩 

13:00 

 

課題研究 
 

【第１分科会】 １４５０４教室 

「ジェネラリスト・ソーシャルワークに基づく 

スクールソーシャルワーク・スーパービジョンの検討 

―学校システムを基盤とする効果的なソーシャルワーク実践を 

促進する SVのあり方とは―」 

報告者 ： 大友 秀治 （北星学園大学 教授） 

         梅山 佐和 （東京学芸大学 講師） 

         大塚 美和子 （神戸学院大学 教授） 

         土田 千佳子 （富山県 私立学校スクールソーシャルワーカー） 

コーディネーター ： 佐々木 千里 （立命館大学 非常勤講師） 

企画者 ： 佐々木 千里 （立命館大学 非常勤講師） 

 

 

 

 

 

 

【第２分科会】 １４５０１教室 

「不登校対応の課題とスクールソーシャルワーカーの活動」 
 

報告者 ： 折田 和宙 （大田区教育委員会 指導課統括指導主事） 

         「不登校アクションプランと学びの多様化学校」 

        谷川 由起子 （八王子市立高尾山学園内 八王子市教育指導課 

           統括担当スクールソーシャルワーカー） 

         「学びの多様化学校との最大限の連携・活用を目指す SSWの活動」 

コメンテーター ： 岩田 美香 （法政大学 教授） 

企画者 ： 野田 正人 （立命館大学 特任教授） 
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 【第３分科会】 １４４０１教室 

「子ども・若者のメンタルヘルスとスクールソーシャルワーク」 
 

報告者 ： 高口 恵美 （福岡県スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

「メンタルヘルス課題を抱える子どもたちの実情と支援」 

廣江 仁 （社会福祉法人養和会 理事長） 

「高校年代におけるスクールソーシャルワーカーの活動から」 

名城 健二 （沖縄大学 教授） 

「大学におけるキャンパスソーシャルワーカーの活動から」 

コーディネーター ： 岩永 靖 （九州ルーテル学院大学 教授） 

企画者 ： 藤澤 茜 （香川県教育委員会等スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー） 

         山本 操里 （岩手県立大学 講師） 

 【第４分科会】 １４３０１教室 

「スクールソーシャルワークの実践と研究」 
 

報告者 ： 山野 則子 （大阪公立大学 教授） 

        「研究と実践の往還をどのように進めるのか」 

沖田 昌紀 （一宮市教育委員会スクールソーシャルワーカー） 

        「義務教育課程と高等学校教育課程における SSWの比較研究」 

        （日本学校ソーシャルワーク学会における研究奨励補助制度による実践研究） 

コーディネーター ： 野尻 紀恵 （日本福祉大学 教授） 

企画者 ： 山野 則子 （大阪公立大学 教授） ・ 野尻 紀恵 （日本福祉大学 教授） 

 

 

 

 

【自主企画】 １４３０４教室 

「子どもの自殺予防のためにスクールソーシャルワーカーができること」 
 

報告者 ： 立花 良之 （東京都立中部総合精神保健福祉センター 児童精神科医） 

柴田 恵津子 （東京都西部学校経営支援センター経営支援室 カウンセラー） 

コメンテーター ： 横井 葉子 （聖徳大学 准教授） 

企画者 ： 金子 典子 （元公立学校スクールソーシャルワーカー） 

 

16:00 終了 （各分科会会場にて終了） 
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１ 参加区分と費用   

 会  員 非 会 員 学生/大学院生 情報交換会 

事前研修 １,000円  

本
大
会 

早期登録 

(5/13～6/30) 
3,000円 4,000円 2,000円 

５,０００円 

（先着） 通常登録 

（７/１～8/25） 
5,000円 5,000円 3,000円 

 

※ 「学生/大学院生」で登録された方は、大会当日、受付の際に学生証を確認させていただきます。 

 

２ 申し込みと参加費支払い方法 

今回は「Peatix（ピーティックス）https://peatix.com/」というプラットフォームからの申込みになり

ます。申込みと参加費の支払いが同時に行われます。 

 

≪Peatix（ピーティックス）アカウントの作成方法≫ 

新規に Peatix をご利用になる場合はアカウントの作成（無料）が必要になります。登録料や手数料など

は一切発生しません。アカウントは Peatix ホームページのトップページの右上「新規登録」をクリックする

と表示される新規登録画面から作成できます。規約をご確認の上、メールアドレスもしくは外部サービスア

カウント（Facebook/Twitter/Google/Apple）を使って作成してください。 

 

 

第１８回埼玉大会のチケットを購入する方法 

 

① 下記の Peatixの URL またはQR コードからアクセスし、イベントの日時、内容を確認し、「チケットを申

し込む」のボタンをタップ 

https://gakkosw-saitamataikai18-2024.peatix.com/ 

 

② チケットの枚数を選び、支払方法を選択後、ログインへ進む 

※ チケットの種類がいくつかありますので、お間違えの無いように選択してください 

尚、チケットの金額は税込価格です 

③ アカウントを登録する 

④ アンケート申し込みフォームに回答を入力する 

⑤ 支払い方法を選び、情報を入力する 

⑥ 名前を入力する 

⑦ 申し込みが完了すると、申し込みの完了をお知らせするメールが登録したメールに届きますのでご確認

ください。また領収書はメールからダウンロードできます。 

 

 

大会参加者へのご案内 

https://peatix.com/
https://peatix.com/signup
https://about.peatix.com/tos.html?hl=ja&force=jp
https://gakkosw-saitamataikai18-2024.peatix.com/
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注 1 チケットは、パソコンやスマートフォンから申し込めます。スマートフォン以外の電話やメールからは申

し込めません。利用する端末や決済方法によって申し込み画面が異なります。ご希望の申し込み方法

を確認してください。 

注 2 支払い方法はクレジットカード、デビットカード、プリペイドカード、コンビニ／ATM 支払、PayPal／

銀行口座振替払いの中から選べます。その際コンビニでの支払いは２２０円の手数料がかかります。お

支払いを行う金融機関の ATMによっては振込手数料や時間外手数料がかかる場合があります。 

注 3 一旦納入された参加費は、不参加であっても、払い戻しはいたしません。 

注 4 イベント参加の一般的な申し込み方法は Peatixのホームページにある「参加者ヘルプ」 

（https://help-attendee.peatix.com/）をご参照ください。 

注 5 参加費の領収書は、支払完了後に Peatixからご自身でダウンロードまたは印刷してください。 

取得方法：「マイチケット」→「領収データを表示」と進み、必要に応じて「編集モード」にて「宛名」と「但し」

をご自身にて修正した後、「印刷する」をクリックしてください。 

別途、領収書が必要な方は、参加申込時に Peatix で備考欄にその旨ご記入ください。大会当日に受

付にて領収書を発行いたします。 

 

≪当日のお申込みの場合≫ 

当日の申込みは受付にてご案内いたします。同様に Peatixからの申込みとなります（当日の現金での参

加受付はいたしません）。当日までにご自身で Peatix のアカウントを作成し、持参するモバイルに事前にア

プリをインストール（ダウンロード）いただくことでスムーズに受付ができますので、ご準備いただきますよ

うお願いいたします。大会受付のキャッシュレス化にご理解とご協力をお願いいたします。 

 

3 要旨集について 

今大会では、ペーパーレス化のため、印刷物での要旨集の配布は行いません。 

紙媒体を要する方は、大会ホームページに掲載されていますデータを各自でダウンロードや印刷するな

どしてご準備ください。 

 

4 録音・録画・撮影等について 

各会場における録音・録画・撮影等は固くお断りさせていただきます。 

なお、記録のため主催者は録音・録画・撮影等を行う場合があります。 

 

5 昼食 

 会場にて食事をしていただくことは可能です。ゴミ等については各自で処理していただきますよう、ご

協力をよろしくお願いいたします。 

 大会当日は両日ともに、学内の学生食堂が 11:30～13:30 で営業しております。ぜひご利用くださ

い。 

 

https://help-attendee.peatix.com/
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6 情報交換会について 

日 時：8月 24日（土）（本大会１日目） 総会終了後 

会 場：文教大学越谷キャンパス学食 2階  定 員：１００名（先着） 

なお、情報交換会のみの参加はできません。定員となり次第、受付を終了しますのでご了承ください。 

 

7 宿泊の手配について 

大会事務局では宿泊の手配は行っておりません。各自でご用意いただきますようお願いいたします。 

夏休み期間中のため、宿泊施設の混雑が予想されます。会場周辺にはホテルの数が少なく、遠方より本

大会に参加される方におきましては、お早めに宿泊手配をしていただくことを推奨いたします。 

 

8 託児について （※申込は終了しています） 

託児を実施しています。大会ホームページで詳細をご確認の上、Peatix の申し込み時のアンケートフォ

ームよりお申し込みください。 

【託児人数】（先着順）  生後 6か月以上就学前：5人まで ／ 小学生：10人まで 

【預け時間】 8月 24日（土）午前（9:45～12:15）、午後（12:45～16:45） 

8月 25日（日）午前（8:45～12:15）、午後（12:45～16:15） 

【料   金】 お一人 2,000円／日 

【申込締切】 6月 30日（日） 

 

9 情報保障について （※申込は終了しています） 

大会１日目に関しては、「要約筆記」を行います。ただし、事前研修については、早期登録申し込みの上、申

込フォームの備考欄にてその旨ご一報ください。２日目に関しては事前に大会事務局までご連絡ください。 

なお、当日のご相談には対応できない場合もありますのでご承知ください。 

【申込締切】 6月３０日（日） 

 

10 駐車場について （※申込は終了しています） 

 越谷キャンパス内には十分な駐車スペースはありません。原則、公共交通機関でお越しください。なお、足

が不自由等によりやむを得ずお車でお越しの方は、早期登録の上、申込フォームの備考欄にてその旨ご一

報ください。 
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11 クロークについて （14201,14202教室） 

 クロークを会場に設けております。なお、貴重品は、紛失や破損の責任を負いかねますので、各自でお持

ちください。 

 情報交換会のクロークは学生食堂の 1 階に開設します。大会のクロークは 18 時に施錠しますので、お気

を付けください。 

 

12 荒天・災害時における大会開催に関すること 

 大会開催当日、開催地において、自然災害や悪天候等により計画運休が見込まれる時等に関して、大会の

開催の中止もしくは変更等を行う場合がございます。その際は、速やかに大会ホームページで周知いたしま

す。 
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１ 口頭発表者の方へ 

 １）発表時間 

・発表は 1 演題あたり、発表時間 20 分、質疑応答 15 分 計 35 分です。 

・発表スケジュールは次のとおりです。 

時間 発表 

9:30 ～10:０5 発表 1 

10:０5～10:40 発表 2 

10:40～11:15 発表 3 （2演題までの会場は総括討論） 

11:15～11:50 総括討論 

 

・進行係が以下のように時間経過をお知らせします。 

発表開始後１８分：１鈴 ２０分：２鈴（発表終了） ３５分：３鈴（質疑応答終了・交替） 

 

２）発表用機器 

・各教室にパソコンとプロジェクターを設置しています。発表にパワーポイントを使用する方は、8 月

25日（日）９：００～９：２０の間にパソコンのデスクトップに発表データを保存してください。 

 

３）補足資料について 

・補足資料の配付が必要な方は、事前に発表者が必要部数を用意し、各会場内の係員に渡してくださ

い。 

・なお、大会会場では印刷できません。 

 

４）発表者の欠席 

・発表者が欠席した場合には、発表取消しとなります。ただし、共同研究者がいる場合は、代行すること

ができます。その場合は、大会事務局までご連絡ください。 

 

２ 司会・総括討論助言者の方へ 

・当日は、9:0０までに１４２０３教室へお越しください。 

・司会は、司会・進行をお願いします。特に制限時間を遵守するようお願いいたします。 

・発表者が欠席の場合は、時間の繰り上げを行わず、その時間は待機願います。 

・参加者の質問を受ける際は、所属と氏名を明らかにしてください。 

 

  

口頭発表関係者へのご案内 
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文教大学越谷校舎 交通アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文教大学ホームページより抜粋、詳細はホームページをご参照ください。） 

https://www.bunkyo.ac.jp/access/koshigaya/  

 

会場へのご案内 

北越谷駅（東武スカイツリーライン、

東京メトロ日比谷線・半蔵門線、東急

田園都市線（直通乗り入れ）） 

西口下車徒歩約 10分 

東京駅から  ：電車 最速約 50分 

羽田空港から：電車 最速約 80分 
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８月２４日（土）１日目 １０:００～ 

事前研修 
 

【公開研修】 14303教室 

「復興小学校にみる教育機能と地域社会 

―福祉の視点から考える学校建築試論―」 

 

講    師     ： 小林 正泰 （共立女子大学 教授） 

コーディネーター ： 福間 麻紀 （北海道医療大学 准教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈講師の主な経歴および著書〉 

共立女子大学家政学部児童学科教授。東京大学大学院教育学研究科博士課程修了。博士（教育学）。東京大

学大学院教育学研究科教育学研究員，東京学芸大学特任講師などを経て現職。専門分野は日本教育史。近現

代東京を対象に、教育環境としての学校や地域社会の歴史的変遷を研究し、博士論文のテーマとして関東大震

災後の小学校建築と教育思想・教育実践の関係性について研究を行った。著書に『関東大震災と「復興小学校」

――学校建築にみる新教育思想』（勁草書房,2012年）、『各種学校の歴史的研究――明治東京・私立学校の原

風景』（東京大学出版会,2008年,共著）『港区教育史 くらしと教育編』（2023年,共著）など。主要論文は、「簡

易宿泊所地域における長欠対策学級の実践――東京･山谷地区の事例を中心に」（『青少年教育フォーラム』第

6 号,2006 年,単著），「復興小学校をめぐる教育思想――古茂田甲午郎の学校建築観とその思想的背景」

（『都市問題』第 101巻第 3号,2010年,単著）など。 

＜研修のねらい＞ 

昨年は関東大震災１００年ということで、震災・復興に多くの関心が寄せられた。本研修の題目にあ

る「復興小学校」とは、関東大震災で焼失した木造の小学校が鉄筋コンクリートで再建されたものを指

す。この「復興小学校」は「復旧ではなく復興」を目指し、学校建築を通じて当時の様々な社会問題を解

決するとともに、次世代を担う子どもを育成する新しい教育を実現しようとしたものだった。 

この「復興小学校」を教育と地域社会の２つの軸から切り取ることで、学校教育および社会教育の

物理的環境としての学校建築の機能が見えてくる。教育の軸から見えることは、当時隆盛していた新

教育（児童中心主義）との関係や、衛生・公害等の都市問題、あるいは新中間層や工場労働者といった

新しい社会階層との関係である。地域社会の軸からは、教育環境の整備に尽力し学校を支えると同時

に、地域施設として学校を利用するという、地域社会と学校との双方向の関係である。 

以上のように復興小学校を見たときに、福祉の視点から学校建築を捉える視座が得られるのでは

ないかとの仮説から、学校建築の福祉的機能について考える機会としたい。 
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８月２４日（土）１日目 １０:００～ 

事前研修 
 

【専門研修】 14304教室 

「学校現場における社会的養護を受けて暮らす子どもたちへの 

支援の在り方―スクールソーシャルワーカーの役割を考える―」 

 

講    師     ： 中村 豪志 （早稲田大学人間科学学術院 助手） 

ファシリテーター ： 福島 史子 （鳥取県教育委員会いじめ・不登校総合対策センター 

スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

コーディネーター ： 佐々木 千里 （立命館大学 非常勤講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈講師の主な経歴〉 

愛知県立大学人間発達学研究科博士後期課程単位取得満期退学。修士（人間発達学）、社会福祉士。尾張旭

市・瀬戸市スクールソーシャルワーカー、早稲田大学社会的養育研究所研究助手を経て、現在、早稲田大学人間

科学学術院助手。専門はスクールソーシャルワーク、子ども家庭福祉。 

〈主な著書・論文等〉 

「スクールソーシャルワーク支援における『秘密の保持』の配慮・工夫のプロセス」（『人間発達学研究』第 14号、

p.43-51）， 『学校現場における里親家庭で暮らす子どもへの支援』(監訳)明石書店（2023）， 『社会福祉（プ

ラクティス／保育・福祉のはじまり）』(共著)ミネルヴァ書房(2024)  

＜研修のねらい＞ 

現在、日本の社会的養護は、2016 年児童福祉法改正、2017 年「新しい社会的養育ビジョン」の策

定、2022年児童福祉法の更なる改正を契機として、大きな転換期を迎えている。 

児童虐待など何らかの理由で親と一緒に暮らせない事情が生じた子どもは、日本ではこれまで施設

等による養育が一般的となっていた。しかし近年では、実家庭により近い環境で、子どもへの細やかな

ケアを提供する目的から里親等による家庭養育が推進されている。こういった中で、学校がどのような

役割を果たすのか、今後の日本の社会的養護を考えるうえで重要なテーマの一つとなる。 

そこで、本研修では、学校現場における社会的養護児童への支援の在り方を考えるとともに、スクー

ルソーシャルワーカーの役割に焦点を当てる。里親家庭や施設で暮らす子どもは、実親、里親、施設や

児童相談所職員など様々な関係者の関わりがあり、近年では子どもの声を聞く「子どもアドボケイト」の

取組も活発となっている。そのような中で、教育権を保障する学校現場の大切さと、それをふまえて、

子どものためにスクールソーシャルワーカーが果たすべき役割について改めて考える機会としたい。 
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８月２４日（土）１日目 １３:１０～ 

基調講演 14101教室 

 

「一人の子どもや若者も取り残さないためのソーシャルワーク実践」 

 

講   師 ： 青砥 恭 （認定 NPO法人さいたまユースサポートネット 代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈講師の主な経歴〉 

島根県松江市生まれ。20 年間、埼玉県で県立高校の教諭、その後、関東学院大学、埼玉大学、明治大学などで

講師。「子ども・若者の貧困と格差」を教育と持続的な地域づくりという視点から実践・研究を進めている。2011

年 7 月に特定非営利活動法人さいたまユースサポートネット（現在は認定特定非営利活動法人）を設立、さいた

ま市で居場所のない若者の支援活動として、学習支援、居場所づくり、就労支援など若者たちの包括的支援のネ

ットワークと地域拠点(ローカル・コモンズ)をつくる活動をしている。2016 年からは「全国子どもの貧困・教育

支援団体協議会」の代表理事も務め、全国の活動の支援もしている。 

 

〈主な著書〉 

・ 青砥恭（2009）『ドキュメント高校中退：いま、貧困がうまれる場所』筑摩書房 

・ 青砥恭＋さいたまユースサポートネット編（2015）『若者の貧困・居場所・セカンドチャンス』太郎次郎社エデ

ィタス 

・ 稲葉剛・青砥恭ほか著（2016）『ここまで進んだ!格差と貧困』新日本出版社 

・ 前川喜平・青砥恭ほか著（2018）『前川喜平教育のなかのマイノリティを語る : 高校中退・夜間中学・外国に

つながる子ども・LGBT・沖縄の歴史教育』明石書店 

・ 青砥恭（2021）「若者世界の分断と高校教育の変容―社会的階層移動から社会的格差の再生産へ」宮本み

ち子ほか編『アンダークラス化する若者たち : 生活保障をどう立て直すか』明石書店 

その他、webマガジンでの連載、朝日新聞埼玉版「まなぶ」シリーズで連載するなど、著書・論文、多数 

 

 

＜趣旨＞  

孤立した子ども・若者たちが抱える「生きづらさ」は、社会で向き合うべき課題である。青砥氏が代表理

事を務める認定 NPO法人「さいたまユースサポートネット」は、子どもや若者の現実に寄り添いながら、

地域での居場所支援、学習支援、そして就労支援などの取り組みを先駆的に行ってきた。困難の背景にあ

る複合的で重層的なリスクを見据え、子ども・若者たちとともにその一つひとつに対応することによって

社会を変える活動は、ソーシャルワーク実践そのものである。既存の制度やコミュニティが見過ごしてきた

子ども・若者のためのソーシャルワークを実践するために、私たちはどのようにしてソーシャルワーカーに

なっていくのかを改めて考える機会としたい。 
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８月２４日（土）１日目 １４:２０～ 

大会シンポジウム 14101教室 

 

「学校におけるソーシャルワークの課題と展望 

～私たちはどのようにスクールソーシャルワーカーになっていくのか～」 

 

シンポジスト   ： 清水 克修 （横浜市教育委員会 統括スクールソーシャルワーカー） 

弓田 香織 （長野県教育委員会 スクールソーシャルワーカー 

スーパーバイザー） 

コメンテーター  ： 渡辺 裕一 （武蔵野大学 教授） 

アドバイザー   ： 青砥 恭 （認定 NPO法人さいたまユースサポートネット 代表理事） 

コーディネーター： 新藤 こずえ （上智大学 教授）  

 

  
＜趣旨＞  

基調講演を受け、今日におけるスクールソーシャルワーク(SSW)実践が、学校・地域をフィールドにど

のように展開されているのか、SSW活用事業のスタート期からスクールソーシャルワーカー(SSWer)と

して活動し、現在は統括 SSWer、スーパーバイザーの立場にあるシンポジスト２名による報告を行う。特

に、SSWerの多くが、SSW教育を受けずに SSWerとなっている現状に鑑み、SSWerとして実践す

るための現場での人材育成、スーパービジョンのあり方や、ミクロレベルの支援にとどまらず、メゾ・マク

ロレベルでの実践を展開するにあたって SSWerはどうあるべきか、研究者からのコメントをもとに意見

交換を行う。そのうえで、SSWerがソーシャルワークのグローバル定義でも謳われる「社会変革」の実践

者になる／であるために、何をどのように学び高める必要があるのかを考える機会としたい。 
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シンポジスト   ： 清水 克修 

横浜市教育委員会 統括スクールソーシャルワーカー 

社会福祉士、認定スーパーバイザー、特別支援教育士、Ph.D. (Social Science) 

東京都生まれ。慶應義塾大学経済学部卒業後、電機メーカーに就職。約 6 年間の勤務の後、紆余曲折を

経て不登校経験者が多く通うサポート校での勤務、ひきこもりの若者への支援などに携わる。その後、都内

区部の教育委員会にて５年間スクールソーシャルワーカーとして勤めた後、2018 年に横浜市に入職し、現

在に至る。日々、子どもたちの幸せと救いを願いながら、スクールソーシャルワーカーの活動を支える職場

環境の維持と改善、さらには自らも複雑なケースへの支援にあたっている。また、職場内においてスクール

ソーシャルワーカーへのスーパーバイザーを担う傍ら、職場外ではスーパーバイジーとして継続的にスーパ

ービジョンを受けており、それらを通じて対人援助専門職としての成長について学びを深めている。 

 

シンポジスト   ： 弓田 香織 

長野県スクールソーシャルワーカースーパーバイザー 

社会福祉士、福祉マネジメント修士 

東京都足立区生まれ。上智大学文学部社会福祉学科卒業後、長野県内の医療機関や施設にて相談業務等

に従事。長野県社会福祉士会会員として各種講座の企画運営や未成年後見人受任を経験し、2023 年より

県社会福祉士会 SSWer現任者チーム代表。 

長野県教育委員会が初めて SSWer を任用した 2008 年より県教委 SSWer として活動し、2011 年

からは長野県岡谷市教育委員会 SSWerを兼務。2023年に日本社会事業大学大学院福祉マネジメント研

究科（専門職大学院）に入学。SSWer の人材確保の取組みについて実践課題研究を行い、2024 年 3 月

修了。 

 

コメンテーター  ： 渡辺 裕一 

武蔵野大学人間科学部社会福祉学科・人間社会研究科実践福祉学専攻教授。駒澤大学大学院人文科学

研究科社会学専攻博士後期課程修了。博士（社会学）。 

東北女子短期大学生活科講師、健康科学大学健康科学部福祉心理学科准教授、武蔵野大学人間科学部

社会福祉学科准教授を経て、2017 年 4 月より現職。専門は高齢者福祉とソーシャルワーク、ソーシャルワ

ーク教育、地域住民のエンパワメント。 

 

コーディネーター： 新藤 こずえ 

上智大学総合人間科学部社会福祉学科教授。北海道大学大学院教育学研究科博士後期課程修了。博士

（教育学）。高知女子大学（高知県立大学に改称）社会福祉学部助手・助教・講師、立正大学社会福祉学部講

師、准教授を経て、2019 年上智大学総合人間科学部准教授、2024 年 4 月より現職。専門は児童福祉、

教育福祉、障害児者福祉。スクールソーシャルワーカーとしての勤務経験があり、現在はスーパーバイザーと

して活動している。  
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人材育成のための取り組みと課題について 

 

清水 克修 （横浜市教育委員会 統括 SSW） 

 

 

横浜市には公立の小学校・中学校・義務教育学校が約 500校あり、市内の東西南北に一つずつ設置さ

れた学校教育事務所が各校を所管している。本年度、市の教育委員会に勤務するスクールソーシャルワ

ーカー（SSW）は 61名おり、そのほとんどがいずれかの学校教育事務所に配置され、そこを拠点に各

校を訪問しながら支援活動にあたっている（その他の SSW は９つの市立高等学校と 13 の特別支援学

校、１つの夜間中学校を担当している）。一人の SSW が担当する学校数はおおよそ３中学校ブロック、

計 10校程度というのが標準的である。報告者は学校教育事務所の一つ、東部学校教育事務所に統括SSW

として籍を置き、同事務所における SSW の活動に係る業務を統括している。とりわけ SSW に対する

人材育成は重要な任務として位置づけられている。 

シンポジウムでは本市において SSW がどのような育成環境に置かれているのかについて、報告者の

取り組みを元に報告する。また、そのような取り組みを通じて明らかになってきた諸課題についてもふ

れてみたい。実際、SSW個々の経歴は様々である。SSWの任用資格として、「社会福祉士もしくは精神

保健福祉士」としている中で、他自治体での SSW 経験者、子ども家庭・高齢・障がい・医療などの分

野でソーシャルワーカーとして勤務経験がある者、心理職や若者への就労支援などの対人援助職に就い

てきた者、教員として学校現場に携わってきた者、子ども家庭福祉とは直接的な関わりのない企業・団

体などでの就労経験がある者など、その経歴やそれにより培われる経験は各人各様の状況となっている。 

いったい私たちはどのようにして SSＷになっていくのだろうか。その際、何が整っている必要があ

るのか。本報告ではとくにスーパービジョンと OJT、グループと個人を手がかりとして、報告者が日頃

どのように人材育成に取り組んでいるのかについて紹介する。ソーシャルワークのスーパービジョンに

ついてはすでに多くのことが体系的に論じられてきているが、スクールソーシャルワーク領域において

もスーパーバイジーとなるワーカーがスーパーバイザーとの「相互に学び合う関係性」の中で「内省・

好奇心・想像を働かせて、すでにある捉え方を見直し、新しい意味づけを行う」（野村 2015：4）など

を通じ、対人援助専門職としての成長を促される貴重な契機となるべきものである。他方で、OJTは対

人援助職に限らず様々な職場において広く採用されている教育活動であり、必要な知識や技術などの未

習得者が実際の業務を行うことを通じて、それらについて教示される方法と言える。 

本市においては各学校教育事務所に「トレーナーSSW」が１名ずつ配置され、SSW としての活動に

加えて統括 SSWと協力・分担しながら、主に経験の浅い SSWを対象に OJTを通じた人材育成にあた

っている。また、統括 SSWにあっては OJTのみならず、統括する全 SSWを対象にスーパービジョン

を継続的に実施している。このような取り組みはときにグループでの活動を取り入れながら行われるこ

とになるが、その際には各グループがどのようなメンバーで何を目的に集まるのかについて明確に意識

できるよう計画される。いずれの場面においても、統括 SSW として SSW に対して心理的安全性を保

障し続けること、対人援助職として目指すべき方向性を明示していくことを強く意識するようにしてい

る。そして、それにより個々の SSW が学びを深め、元来備わっている力・資質を発揮していくことを

願っている。 



第 18回全国大会 in 埼玉 

 

 - 41 - 

最後に、報告者は一連の取り組みに一定の手応えを感じてきているものの、幾つかの課題に直面して

いるのも確かである。とりわけ重要なものと考えているのが、持続可能な人材育成システムの構築であ

る。本市において 2008年度に SSW活用事業が始まって以後、段階的に SSWの人数は増えてきたが、

SSW一人あたりの平均在職年数が伸びることはなく、毎年、離職者が多数出ている。それに伴い、新規

SSWの採用と育成、そのサポートに要する時間などがかなり多くなっており、また、組織として経験・

専門性の蓄積が限定的なものとなっている。そのような事態の改善に向け、現在、所管課とともに検討

を重ねている。具体的には、SSWに関するキャリアラダーの構築と整備、重層的な配置形態の推進、正

規職化の促進などが俎上に上るが、それとともに先述した人材育成に係る取り組みを着実に進めていく

必要性についても改めて強く感じている。 

 

 

 

―――――――――― 

引用文献 

野村豊子（2015）「ソーシャルワークにおけるスーパービジョンの文化の醸成」『ソーシャルワーク・

スーパービジョン論』中央法規出版, 3-41.  
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SSWerに なる人、続ける人、そして創る人 

～人材定着に関する考察を交えて～ 

 

弓田 香織（長野県 SSW/SV） 

 

 

2008年 8月に長野県教育委員会が 4名の社会福祉士を県 SSWerとして任用してから、丸 16年の年

月が経った。この間を２期に分けると、実は後半の 8年間に県 SSWerの人員および活動時間の拡充が

集中している。本県では現在 41名の県 SSWerが５ヶ所の教育事務所を拠点に派遣型 SSWerとして任

用され、県内全ての公立小・中・高・特別支援学校で SSWerを活用できる体制となっている。ただ、こ

のような急拡充の陰で、離職の多さと志願者の不足によって福祉専門職の確保が困難になり、それまで

社会福祉士または精神保健福祉士に限定されていた任用要件は緩和され、我々は自ずと SSWer の質の

担保や配置体制に関わる問題に向き合わざるを得なくなった。 

本シンポジウムでは、本県における SSWer 活用事業の歩みと活動の実際を紹介した上で、昨年度、

報告者が実践課題研究の中で行った２つの調査により得られた考察を通して、学校にソーシャルワーカ

ーが定着し子どもに関わり続けるために求められる SSWer の資質と役割を育む体制づくりについて言

及したい。 

さて、本県は全国 2位の市町村数（77市町村）と教育委員会数（83市町村教育委員会）を有するも、

可住地面積は極めて狭いといった、山間部特有の地勢や行政体制に関わる事情を有している。そのため

SSWerの活動の範囲や移動の面においても、このような地域性を考慮しながら本県の SSWer活用事業

は進められてきた。2008年 8 月に、県社会福祉士会からの推薦により県教育委員会に 4名の社会福祉

士が任用されてから、学校を基盤に子どもとの個別面接や家庭訪問を重ねながら、支援会議や保護者の

福祉的な相談への同行等の個別支援を担い、併せて教職員研修や地域における支援体制の構築といった

間接的な支援を行ってきた。昨今では、教育機会確保法の公布や社会福祉法の改正により、一人ひとり

に合う学び方や多機関連携による家庭全体への支援につながりやすくなった子どもたちもいる一方で、

自傷行為の背景に見えづらい家族問題が隠れていたり、子どもの生存権が脅かされていたりする家庭環

境があったりと、SSWerは依然、学校におけるアウトリーチ機能を期待されている。 

そのような状況下で、SSWerの急拡充は、子どもたちになにをもたらしたのだろうか。人数は増えて

も、子どもたちの学ぶ権利や生きる権利を守るソーシャルワーク支援が展開できていないのであれば、

その拡充の過程にはなんらかの課題があるのではないか。 

専門職 SSWer の人材確保に効果的な取組みを探るために取り組んだ実践課題研究では、福祉専門職

がその職務にやりがいや成長を感じながら学校現場に定着していくために必要な取組みに着目して２

つの調査を行い、その問題点を明らかにした。労働条件・職務の独自性・組織の複雑さ等は、福祉専門

職個人の期待と適合しない場合に離職につながる要素である一方、それらは就労を継続する要因にもな

り得るといった両価性を持つことを見出したことで、人材定着の阻害要因を就労意欲の促進要因へと転

換して、教育現場に専門性と適性を持ったソーシャルワーカーを定着させていくための試案を整理する

ことができた。 
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SSWerになる・SSWerを続けるには、他ならぬSSWer個人の動機が重要だ。しかし特に派遣型SSWer

は同時に複数のチームに所属しながら、即戦力としての役割を期待されるため、研修体制やスーパービ

ジョン体制のあり方は、教育委員会と SSWer 双方にとって大切である。シンポジウムでは、子どもの

個別支援のために必要不可欠な、これら体制づくりへの参画や自職場のチームづくりの意識の涵養につ

いて、これまでの取り組みや実践課題研究の結果を交えて触れながら、SSWerがこれからも福祉専門職

として子どもの傍らに居続けるための体制づくりについて報告を行う。 

  

SSWer人材確保のための試案（報告者作成） 

 

初任者育成体制の整備 
ガイドライン、チェックシートの導入 

 

現任者育成のための試み 

次世代育成のための検討 

定着のための取組み 

複数配置による業務の補完と孤独防止 
常勤と非常勤のハイブリッド型の採用 

SV 体制の見直し 

外部SVr の導入 
チーフSSWer の復活 
SV育成システムの構築 

大学との連携／若い世代への 
認知度向上／SSW基礎講座の継続等 

雇用条件の整備と 
人材育成計画 

二重 S V 体制 

就労動機向上 

常勤化と配置の工夫 
キャリアラダーの導入 

資質向上と次世代育成の展望 

出典：弓田香織（2023）「Z県における スクールソーシャルワーカーの人材確保の取組み～人材育成・ 

人材定着のための課題整理と展望～」、『実践・学修報告集 2023福祉マネジメント実践研究』、265-270. 
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８月２５日（日）２日目 ９:３０～ 

口頭発表  
 

 

【グループ１】 1430１教室 

 

【グループ２】 1430４教室 

 

【グループ３】 14４0１教室 

 

時間 発表 

9:30 ～10:０5 発表 1 

10:０5～10:40 発表 2 

10:40～11:15 発表 3 （2演題までの会場は総括討論） 

11:15～11:50 総括討論 
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８月２５日（日）２日目 ９:３０～ 

口頭発表  
 

 

【グループ１】 1430１教室 

 

総括討論助言者 ： 米村 美奈 （淑徳大学） 

司   会    ： 高石 啓人 （日本大学） 

 

9:30 ～10:15 池田 敏 (久留米大学)  

研究発表 「慢性疾患を有する児童生徒に対するスクールソーシャル

ワーカーによる支援の必要性の検討」 

 

10:15～10:40 河合 純 (群馬医療福祉大学)  

研究発表 「全国ヤングケアラー実態調査結果から見るスクールソー

シャルワーカーの可能性」 

 

10:40～11:15 ◎谷口 恵子 （聖学院大学） 

牧野 晶哲 （白梅学園大学） 

間所 博子 （国立精神・神経医療研究センター病院） 

穂苅 幸 （足立区こども支援センターげんき）  

研究発表 「精神保健福祉専門職と子ども福祉専門職の精神疾患を

有する者の家族支援における連携 

アンケート調査自由記述の分析」 

 

1１:１５～11:５０ 総括討論 
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８月２５日（日）２日目 ９:３０～ 

口頭発表  
 

 

【グループ２】 1430４教室 

 

総括討論助言者 ： 金澤 ますみ （桃山学院大学） 

司   会    ： 大門 俊樹 （東京福祉大学） 

 

9:30 ～10:15 田中 敬子 (広島県教育委員会)  

実践発表 「スペシャルサポートルーム（ＳＳＲ）ですすめる不登校対応の 

実践 ～校内・校外ネットワークを構築して～」 

 

10:15～10:40 岩山 絵理 （愛知教育大学）  

研究発表 「知的障害特別支援学校におけるスクールソーシャルワーカー

の役割 ～保護者からの役割期待に着目した予備的検討～」 

 

10:40～11:15 総括討論 
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８月２５日（日）２日目 ９:３０～ 

口頭発表  
 

 

【グループ３】 14４0１教室 

 

総括討論助言者 ： 奥村 賢一 （福岡県立大学） 

司   会    ： 水島 正浩 （東京福祉大学） 

 

9:30 ～10:15 ◎橋本 麿和 （大阪公立大学大学院） 

山野 則子 （大阪公立大学） 

研究発表 「子どもが社会的孤立・孤独に至るメカニズムの解明」 

 

10:15～10:40 金井美穂（上智大学大学院） 

研究発表 「スクールソーシャルワーカーによる子どものアドボカシー

の概念図の検証 ―パワー交互作用モデルの概念図を媒

介・過程モデルによって修正した図を先行の実践研究に照

らして―」 

 

10:40～11:15 総括討論 
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８月２５日（日）２日目 １３:００～ 

課題研究  
 

【第 1分科会】 14５０４教室 

「ジェネラリスト・ソーシャルワークに基づく 

スクールソーシャルワーク・スーパービジョンの検討 

―学校システムを基盤とする効果的なソーシャルワーク実践を促進する 

SVのあり方とは―」 

 

【第２分科会】 14５０１教室 

「不登校対応の課題とスクールソーシャルワーカーの活動」 

 

【第３分科会】 14４０１教室 

「子ども・若者のメンタルヘルスとスクールソーシャルワーク」 

 

【第４分科会】 14３０１教室 

「スクールソーシャルワークの実践と研究」 

 

【自主企画】 14３０４教室 

「子どもの自殺予防のためにスクールソーシャルワーカーができること」 
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【第 1分科会】 14５０４教室 

「ジェネラリスト・ソーシャルワークに基づく 

スクールソーシャルワーク・スーパービジョンの検討 

―学校システムを基盤とする効果的なソーシャルワーク実践を促進する 

SVのあり方とは―」 

 

報告者 ： 大友 秀治 （北星学園大学 教授） 

       梅山 佐和 （東京学芸大学 講師） 

       大塚 美和子 （神戸学院大学 教授） 

       土田 千佳子 （富山県 私立学校スクールソーシャルワーカー） 

コーディネーター ： 佐々木 千里 （立命館大学 非常勤講師） 

企画者 ： 佐々木 千里 （立命館大学 非常勤講師） 

 

 

  

＜趣旨＞ 

ジェネラリスト・ソーシャルワークに基づく学校を基盤としたソーシャルワーク実践

（SSW）には、クライエント主体でミクロ、メゾ、マクロの各システムの連鎖的変化を促す実践

が求められ、このような SSW実践の促進が、スーパービジョン（SV）の大きな目的である

と考えられる。 

しかし、わが国ではケースワークの SVモデルが主流であった経緯もあり、ジェネラリス

ト・ソーシャルワークに基づいた SSW・SVについて共通認識が十分に図られることなく、

様々な内容が「SV」と見なされている現状がある。一方で「自らの所属機関でありメゾシス

テムである学校システムの主体的変化」について意識や見通しがもてないスクールソーシャ

ルワーカーは少なくない。 

そのような中、前年度の岡山大会での SSW・SVに関する分科会では、SVにおけるメゾ

システムの理解と共有等の課題が示唆された。 

そこで、本分科会では、SSWにおけるメゾシステム（学校システム）に焦点化し、ジェネラ

リスト・ソーシャルワークに基づいた視点から SVを検討し、SSW領域で求められる SVの

あり方と課題を明らかにしたい。 
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【報告概要】 

大友 秀治 

 「SVの理論と方法に関する実践と研究の課題：標準的な実践と革新的な実践から考える」 

本報告では、SV の理論と方法に関する実践と研究の現状を確認し、今後の SV のあり方に関する

諸課題への考察を提示する。 

具体的には、①ジェネラリスト・ソーシャルワークを含む「標準的な実践」に基づく SVの現状

と課題、②反抑圧的実践などの「革新的な実践」に基づく SVの現状と課題、の２側面から報告と

考察を行う。①では、ソーシャルワーク・プロセスとミクロからマクロレベルの実践に応じた構造

的な SV をいかに進めるのかについて、北海道の SV の現状と課題を含めて報告・考察する。②で

は、より社会変革を志向した実践に対して、どのような SVの可能性と課題があるのかを報告・考

察する。 

以上により、参加者の皆様と登壇者と共に、SV 実践と研究の現状と課題について多様な側面か

ら議論をしたい。 

 

梅山 佐和 

報告者は、2019年度からスクールソーシャルワーク・スーパービジョン（以下、SV）に携わり、

6 年目となる。複数に携わっており、定期／不定期や、個人／グループ、対面／遠隔など、実施形

態は様々であるが、ジェネラリスト・ソーシャルワークに基づき SVを展開している。また、アル

フレッド・カデューシンら（2016）が示す SVの機能についても意識している。機関外のスーパー

バイザーであるため、管理的機能については限定されるが、教育的機能を核として、より効果的に

発揮するよう支持的機能を土台に位置づけている。とくに現任訓練と教育的 SVの違いおよび関係

性を意識し、実践に必要となる理論の共有と、それが実行・応用されているか具体的に確認するた

めの事例検討を組み合わせている。これらの SVの機能や構造について、目標を共有した SVを展

開できるよう、各教育委員会や対象者と共通理解を図っている。さらに、独自にシートを作成し、

ジェネラリスト・ソーシャルワークに基づいて事例検討を実施できるよう試みている。 

以上の SVについて、実施内容や方法、留意点、成果と課題等について報告する。 

 

大塚 美和子 

報告者が各自治体で実施しているスーパービジョンは、スクールソーシャルワーカー（SSW）が

参集した定例の連絡会等で行う事例検討が中心となっている。ジェネラリスト・ソーシャルワーク

で重要とされるミクロ、メゾ、マクロの各システムの交互作用を意識した包括的視点を踏まえ、事

例検討では場の枠組みと内容について以下の工夫をしている。 

場の枠組みとしては、定例の連絡会による事例検討は必ず教育委員会の担当指導主事を含む会議

とし、教育システムとの協働を意識している。また、SSWが配置されている学校の教職員と共に事

例検討の研修会を開催し、学校システムとの協働や校内システムの変革を意識した取り組みを行っ
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ている。こうした場の枠組みが学校と教育システムそのものに影響を与え、SSW 個人レベルの実

践を超えた成果を生み出している。事例検討の内容は、SSW や学校の教職員が子どもと環境の交

互作用を的確に捉えることができるように、「アセスメント」に焦点を当てたものが多い。説明力の

あるアセスメントは、パワーレスになりがちな SSW と学校の教職員をエンパワメントすると同時

に、子どもの最善の利益につながる実践を生み出す可能性があるからである。 

 

土田 千佳子 

スクールソーシャルワーカーになって 12 年目になります。初任校で「あなたは何をする人です

か？」と問われたとき、答えられずに恥ずかしい思いをしたことがありました。それ以来、その答

えを見つけるために研修会に参加し続け、学んだことを自分なりに解釈しながら活動してきました。

しかし、ある出来事を境に自分が専門家としてふさわしいのか不安を感じ、基本に立ち返って学び

直す必要性を痛感しました。去年の学会で大先輩に相談したところ、ジェネラリスト・ソーシャル

ワークの深い理解と自己実践の振り返りが必要だと指摘され、SVを受けることにしました。SVを

開始して半年が経過し、私の意識や行動だけでなく、学校システムにも変化が見られ始めています。 

本報告会では、SVの内容やこれまでの成果についてお話しいたします。 
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【第２分科会】 14５０１教室 

「不登校対応の課題とスクールソーシャルワーカーの活動」 

 

報告者 ：  

折田 和宙 （大田区教育委員会 指導課統括指導主事） 

    「不登校アクションプランと学びの多様化学校」 

谷川 由起子 （八王子市立高尾山学園内 八王子市教育指導課 

                        統括担当スクールソーシャルワーカー） 

    「学びの多様化学校との最大限の連携・活用を目指す SSWの活動」 

コメンテーター ： 岩田 美香 （法政大学 教授） 

企画者 ： 野田 正人 （立命館大学 特任教授） 

 

  ＜趣旨＞  

機会確保法制定後の不登校の急増を受けて、一人一台端末の充実や COCOLO プラ

ンの制定、学びの多様化学校やスペシャルサポートルームの設置推進など、矢継ぎ早に多

様な施策が打ち出されている。 

この状況下でスクールソーシャルワーカーの活動は、十分な議論を経ぬまま、結果的に

巻き込まれている感じすらうける。 

本分科会では、教育分野の制度を意識した課題研究の一環として、あらためて不登校

をとりあげ、制度と実践上の課題について分析する。 
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【第３分科会】 14４０１教室 

「子ども・若者のメンタルヘルスとスクールソーシャルワーク」 

 

報告者 ： 

高口 恵美 （福岡県スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

「メンタルヘルス課題を抱える子どもたちの実情と支援」 

廣江 仁 （社会福祉法人養和会理事長／高校・高専スクールソーシャルワーカー） 

「高校年代におけるスクールソーシャルワーカーの活動から」 

名城 健二 （沖縄大学 教授） 

「大学におけるキャンパスソーシャルワーカーの活動から」 

コーディネーター ： 岩永 靖 （九州ルーテル学院大学 教授） 

企画者 ： 藤澤 茜 （香川県教育委員会等スクールソーシャルワーカー 

・スーパーバイザー） 

       山本 操里 （岩手県立大学 講師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）公益社団法人 日本精神保健福祉士協会の分野別プロジェクト「スクールソーシャルワーク」の取り

組みについては、企画者より報告予定  

＜趣旨＞ 

近年、児童虐待やいじめ被害、自死、自然災害、新型コロナウイルス感染症などの社会的

事象による影響から、子どものメンタルヘルス課題への対応の重要性が注目されるように

なってきた。特に、子どもや若者が受けるメンタルヘルスへの影響は、将来にわたって何年

も続く可能性が高いため、早期の適切な支援が求められる。しかし、成長発達の過程を視野

に入れた支援は、個別性も高いとされており、その支援の重要性と難しさを現場レベルで

感じることは多い。そこで、本分科会では、公益社団法人 日本精神保健福祉士協会におけ

るスクールソーシャルワークに関する取り組み（※）の中で示唆された内容にも触れながら、

子ども・若者のメンタルヘルスに関する現状や課題について理解を深め、スクールソーシャ

ルワークにおけるメンタルヘルス支援の在り方について検討する機会としたい。 
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「メンタルヘルス課題を抱える子どもたちの実情と支援」 

高口 恵美 （福岡県スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

 

2008 年文部科学省によるスクールソーシャルワーカー活用事業が開始し、福岡県でもモデル地

域での実践が開始された。2024年現在、県内のほとんどの市町に配置が広がる中、スクールソーシ

ャルワーカーは多様なメンタルヘルス課題を抱える子ども達や保護者にも伴走してきた。そのよう

な子ども達の環境背景には、家族との関係、学校や地域の環境、友人との関係、発達段階やその特

性、本人の物事のとらえ方などが存在し、二次的な表出としてメンタルヘルス課題が生じているケ

ースがほとんどであった。 

本報告では、筆者が実践の中で出会ったメンタルヘルスを抱える子どもの環境背景を整理しなが

ら、子ども達自身が力を高め可能性を発揮するために、本人・家族・学校・地域にどのように働き

かけていくか、また医療を含めた専門機関との連携の在り方にについて検討し報告したい。 

 

 

「高校年代におけるスクールソーシャルワーカーの活動から」 

廣江 仁 （鳥取県 社会福祉法人養和会理事長／高校・高専スクールソーシャルワーカー） 

 

2014 年から高校や高専などにおいて、スクールソーシャルワーカーとして学校にかかわってき

た。発表テーマを高校年代としたが、公立、私立、独立行政法人と運営する組織の違いや、学校の

運営方針、校長の志向などによって、それぞれ学校ごとにスクールソーシャルワーカーの校内での

位置づけ、勤務時間、業務内容、期待される役割、相談内容に違いや特色がある。しかし、メンタ

ルヘルスの課題を抱えた生徒の相談は一様にどの学校でも多い。いじめや虐待による被害生徒はも

ちろんのこと、不登校になっている生徒も精神的に不安定であることがほとんどである。最近は、

自ら心療内科や精神科への受診を希望する生徒もおり、診断書を提出して合理的配慮の申請をする

生徒も増えている。中には学校が受診を勧めるケースもあるが、以前に比べ、メンタルヘルスでの

受診のハードルが低くなったと感じる。当日は、高校年代におけるメンタルヘルス課題への対応や

医療連携など、実践をふまえた報告をし、分科会テーマについて、必要性や課題について議論を深

めたい。 
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「大学におけるキャンパスソーシャルワーカーの活動から」 

名城 健二 （沖縄大学福祉文化学科、学生生活支援室 キャンパスソーシャルワーカー） 

 

大学におけるソーシャルワーク実践は、2006年に大分大学が本格的に開始し、沖縄大学は 2007

年から始めた。その実践は、徐々に全国的に広がりを見せ現在、任意団体であるキャンパスソーシ

ャルワークネットワーク（2008年より活動開始）に加入している大学は、69大学で 105人が登録

している。青年期である大学生の中には、家庭内での課題や対人関係などが上手くいかず、うつ病

やパニック障害、適応障害、自傷行為などのメンタルヘス課題が表面化する学生がいる。それらの

学生は、入学前より家族関係の悪化やメンタルヘルス課題、発達の特性など何らかの不安要素を抱

えていることが多い。 

本報告では、教育機関である大学における学生支援の現状と難しさを含め、沖縄大学における学

生の個別支援や学生相互の支援作りを意識したグループワークなどの活動、大学入学前からの支援

の必要性と高校との連携のあり方を報告したい。 
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【第４分科会】 14３０１教室 

「スクールソーシャルワークの実践と研究」 

 

報告者 ： 

山野 則子 （大阪公立大学 教授） 

   「研究と実践の往還をどのように進めるのか」 

沖田 昌紀 （一宮市教育委員会スクールソーシャルワーカー） 

   「義務教育課程と高等学校教育課程における SSWの比較研究」 

    （日本学校ソーシャルワーク学会における研究奨励補助制度による実践研究） 

コーディネーター ： 野尻 紀恵 （日本福祉大学 教授） 

企画者 ： 山野 則子 （大阪公立大学 教授）  

野尻 紀恵 （日本福祉大学 教授） 

 

 

  

＜趣旨＞  

ソーシャルワーク専門職のグローバル定義では、ソーシャルワークは、「社会変革と社会開

発、社会的結束、および人々のエンパワメントと解放を促進する、実践に基づいた専門職で

あり学問」である。日本においてもスクールソーシャルワークが学校でソーシャルワークを行

う専門職となりうるために、また、子どもや子どもを取り巻く環境にいる全ての人のwell-

beingを高め社会変革を促すためにも、実践と研究の往還が重要である。 

本課題研究では、実践と研究の協働よる研究事例および実践事例を紹介し、実践・研究

の往還について考える。 
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報告の概要 

報告者ら研究メンバー（以下、研究メンバー）は、2022年度、本学会の研究奨励補助制度の採択

をうけ、「義務教育課程と高等学校教育課程における SSWの比較研究」を実施した。研究メンバー

は全員があいち SSW実践研究会のスタッフとして活動している。これまで研究会を通して、SSW

の実践のあり方について、追求してきた。そのなかで、義務教育課程と高等学校教育課程の SSW

実践のちがいに着目した。この違いについてこれまでの実践をもとに、研究という枠組みで検討を

することで、より俯瞰的に、理論的に明らかにできるのではないかと考え、研究にチャレンジする

ことになった。 

 また 2024年 7月、研究結果の報告とそれをもとにした座談会を実施した。この座談会では、研

究がどのように実践に影響を与えるのか、実践者の立場で研究することの意義がどこにあるのかを

考える機会となった。 

そこで、本分科会において、報告者は①実践研究として、実践に基づいた研究の報告、②それを

実践に立ち返ったときに、実践と研究がどのように結びつき、その往還にどのような意義があるの

かを報告したい。 
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【自主企画】 14３０４教室 

「子どもの自殺予防のためにスクールソーシャルワーカーができること」 

 

報告者 ： 

立花 良之 （東京都立中部総合精神保健福祉センター 児童精神科医） 

柴田 恵津子 （東京都西部学校経営支援センター経営支援室 カウンセラー） 

コメンテーター ： 横井 葉子 （聖徳大学 准教授） 

企画者 ： 金子 典子 （元公立学校スクールソーシャルワーカー） 

 

  ＜趣旨＞  

子どもの自殺予防対策のために SSWrができることについて、福祉・医療・心理の観

点から話題を提供する。児童精神科医の立花氏から子どもの自殺予防概論と

COMPASSのプログラムをお話しいただく。そして簡単な事例検討を行い、自殺予防対

策においても、福祉職である SSWｒの役割（子どもを取り巻く環境への働きかけ）の重要

性を確認する。次に心理職として柴田氏に児童・生徒の自殺防止と心のケアをお話しいた

だく。最後に、大人の自殺予防対策において医療・心理職に福祉職が加わることで大きな

成果を挙げたことを踏まえ、子どもの自殺予防対策のために福祉職である SSWrがで

きることを考えたい。すなわち SSWrの役割として学校におけるケースマネジメント・医

療受診の継続支援・地域ケアの導入等をソーシャルワークの展開過程に沿って考え、参加

者からの質問も踏まえ、会場全体で議論する機会としたい。 
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「学校でできる 子どもの自殺防止対策について 」 

包括的な子どもの自殺予防対策：Comprehensive Prevention for 

 Adolescent Suicide at School (COMPASS)のプログラム 

立花 良之 （東京都立中部総合精神保健福祉センター 児童精神科医） 

 

学校を基軸として地域の医療・保健・福祉・教育が連携して子どもやその家族をサポートする、

包括的な子どもの自殺防止対策：Comprehensive Prevention for Adolescent Suicides at School 

(COMPASS) について話題提供します。提供させていただく話題をもとに、学校でできる子ども

の自殺防止対策について、会場の参加者の皆様と一緒に考える場にできればと思います。 

 

 

「学校の危機対応 ー児童・生徒の自殺防止と心のケアー 」 

 柴田 恵津子 （東京都西部学校経営支援センター シニア・スクールカウンセラー ） 

 

令和 4年に学習指導要領の改訂があり、児童生徒のアセスメントの視点に生物・心理・社会モデ

ル（BPSモデル）が記述されました。今回の企画で医師・SC・SSWrが協力することが、それに対

応していると思います。学校は「死にたい」と考える子供たちが毎日の生活を送る場です。我々大

人がどのような知識・技能を持って子供たちに接することができるのかを、皆で考えたいと思いま

す。実りある議論となることを念じています。 

 

 

横井 葉子 （聖徳大学 准教授） 

 

今回の自主企画は、一昨年から都内で子どもの自殺予防研究の一環として SSWrを対象とする子

どもの自殺予防研修を展開してこられた医師の立花先生と東京都教育庁にてスクールカウンセラ

ーの助言指導にあたっておられる心理士の柴田先生から豊富なデータに基づくお話をうかがい、

SSWrにできることを議論します。企画者の金子元 SSWrとともに、活発な議論となるよう心がけ

ます。 
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第 18回全国大会 実行委員会 

 

大会長 

宮地 さつき  （文教大学 准教授） 

 

大会実行委員長 

新藤 こずえ  （上智大学 教授） 

 

実行委員 

石田  優子  （福生市内小学校 教員） 

今井  知世  （埼玉県教育委員会 スクールソーシャルワーカー） 

金子 典子  （元・公立学校 スクールソーシャルワーカー） 

河合  純  （群馬医療福祉大学 講師） 

佐藤 佳子  （佐野日本大学短期大学 准教授） 

清水  克修  （横浜市教育委員会 統括スクールソーシャルワーカー） 

大門  俊樹  （東京福祉大学 准教授） 

高石 啓人  （日本大学 助教） 

谷川 由起子  （八王子市 統括担当スクールソーシャルワーカー） 

津久井  康明  （東京成徳短期大学 准教授） 

中西  真  （武蔵野大学 准教授） 

藤本 啓寛  （筑波大学 助教・附属学校教育局スクールソーシャルワーカー） 

水島 正浩  （東京福祉大学 教授） 

安永  千里  （横浜国立大学教育学系 スクールソーシャルワーカー） 

弓田 香織  （長野県教育委員会 スクールソーシャルワーカースーパーバイザー） 

渡辺  実子  （社会福祉士事務所 Jessica 代表） 
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